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JENESYS2015 招へいプログラム 

（対象国：マレーシア テーマ：技術, 先端技術交流・環境技術交流）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、マレーシアより先端技術・環境技術に関心を

有する大学生、大学院生 40 名が来日し、日本の最先端技術・環境技術の現場を視察，体験

すると共に，地方自治体の役割、社会、歴史等に関する理解促進や、日本の魅力等の積極

的な発信を目指し、9 月 21 日から 9 月 28 日までの 7 泊 8 日の日程でプログラムを実施しま

した。 

 

２．参加国・人数 

マレーシア 40 名 

 

３．訪問地 

東京都、長野県 

 

４．日程    

9 月 21 日（月） 成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

9 月 22 日（火） 都内から長野県白馬村への移動（バス移動）  

          【ホームステイ対面式】 

9 月 23 日（水） 【ホームステイ】 

9 月 24 日（木） 【学校交流】学校法人東京理科大学 諏訪東京理科大学 

【最先端技術・再生可能エネルギー等に関する企業・施設視察】 

セイコーエプソン株式会社 本社視察 

9 月 25 日（金） 【地方自治体表敬・地方概要講義】 

長野県白馬村役場、小水力発電所視察 

【最先端技術・再生可能エネルギー等に関する講義、企業視察】  

大町市環境プラント、JA 大北りんご共選所視察 

【ホームステイ歓送会】 

9 月 26 日（土） 【環境】白馬ジャンプ競技場、白馬五竜高山植物園視察 

              【ワークショップ】 

9 月 27 日（日） 長野県白馬村から東京へ移動 

【報告会】（訪日成果・帰国後活動計画発表） 

9 月 28 日（日） 成田国際空港より出国 
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５．JENESYS2015 プログラム記録写真  

マレーシア（技術）訪日団の記録 

 

 
 

 

9/25【最先端技術・再生可能エネルギー等に

関する講義、企業視察】大町市環境プラント

（長野県大町市） 

9/24【最先端技術・再生可能エネルギー等に

関する企業・施設視察】セイコーエプソン株式

会社 本社（長野県諏訪市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/25【地方自治体表敬・地方概要講義】長野県

白馬村役場（長野県白馬村） 
9/23 【ホームステイ】（長野県白馬村） 

 

 

 

9/24【学校交流】学校法人東京理科大学 諏訪 9/27【報告会】（東京都） 
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東京理科大学（長野県茅野市） 

６．参加者の感想   

◆マレーシア 学生（A グループ） 

 日本の文化に一番強い印象を受けました。日本人の他社への気遣いや親切な行いについても

強く印象づけられました。日本滞在中に経験した日本人の礼儀正しさや整ったインフラ設備、ごみ

処理システム、美しい長野県の様子をマレーシアで多くの人に知ってもらいたいです。 

 

◆マレーシア 学生（A グループ） 

 私が最も印象を受けたのは、地域の住民がリサイクルのためにプラスティックや瓶などをきちん

と洗ってからごみ処理場へ持ってくるという点です。この様なごみ処理の仕方はマレーシアだけで

はなく世界のほかの国々でも同じように行うことができるでしょう。また、インフラ設備から服装に

至るまで、簡素かつミニマリズムを感じさせる美的感覚も印象的でした。このようなミニマリズムは

良い意味で日本の文化に影響を与えているのではないかと思っています。 

 

◆マレーシア 学生（A グループ） 

 日本滞在中に最も印象深かったのは、日本は資源に乏しいにもかかわらず、国を良くするため

に自然を破壊することなく、その利点を有効活用しているところです。例えば、白馬村では冬の間

に積もる雪が解けてできる豊富で流れの速い水を利用し、発電を行っていることなどです。 

 

◆マレーシア 学生（B グループ） 

日本で印象的だったことは、日本人のものごとに対する姿勢です。それを、私達は大町環境セ

ンターを訪れた折に、はっきりと感じました。ゴミは処理される前にきちんと分別され、牛乳パック

は洗ってからリサイクルセンターに出されていました。施設は、沢山のゴミを扱っているにもかか

わらず悪臭はありませんでした。また、日本の人々は、大変親切であるだけでなく、時間をきちん

と守る人々だということにも感銘を受けました。マレーシアも、澄み切った川やきれいな草木を保

全している日本に習い、環境保全を進めて動植物を守るべきだと思います。 

 

◆マレーシア 学生（B グループ） 

滞在中最も印象的だったことは、日本の技術と人々の時間を守る几帳面さです。また、先進国へ

の途上にあるマレーシアは、日本の技術を導入すべきだと思いました。 

また、限られた土地を有効活用している日本の建築のあり方にも学ぶべきところがあります。マレ

ーシアでも、一戸建てではなくて集合住宅を建てることにより、人口増加による住宅問題を解決で

きるだけでなく、住宅価格も抑えることができるでしょう。 

 

◆マレーシア 学生（B グループ） 

帰国後、私は日本のリサイクル活動について皆に伝えたいと思います。日本では、各々の市民

が責任をもってゴミの分別に取り組んでいます。例えば、ガラス瓶は色によって分別してゴミに出

します。資源に乏しい日本では、資源節約のために、30 年も前からゴミのリサイクルが進められて

来ました。マレーシアでは、今年ようやくリサイクルを始めようとしているところです。マレーシアが

このリサイクル活動を日本のように完璧に行うことができたなら、よりよい国になることでしょう。 
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７．参加者の帰国後の発信内容（報告会での）例/ 派遣国での発信内容 

  

日本での気づき アクションプラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本での気づき アクションプラン 

 


